
八千代市では、「指導と評価の一体化について」「校内研究（研修）の進め方について」、

市原市では、「指導と評価の一体化について」「ＳＤＧｓを取り入れた教育について」の出前

中堅教員サポート塾を開催しました。それぞれの演習において、先生方はお互いに意見交換

しながら、とても熱心に取り組んでいました。

校内研究の方法論につい

て、新たな知見が得られたの

で、今回の研修で学んだこと

をもとに校内研修を進めてい

きたいと思います。

評価をより工夫し、授業

をより良くしていこうと思

います。また、ＥＳＤを念

頭に、授業の題材や展開を

工夫していきたいと思いま

す。

ルーブリック評価は一部

の教科で取り入れています

が、どのような評価基準を

作成したら良いのか等、難

しいところがあるので、今

後も学んでいきたいです。

初めてＳＤＧｓのことに

ついて詳しく学ぶことがで

きました。９月からどのよ

うなことが自分にできるの

か、子供たちにはどのよう

に伝えていけば良いのかを

考えていきたいです。

「評価」をすることは、

教師側としては「子供」が

対象ですが、自分自身も評

価していかなくてはならな

いという意識を現場で高め

ていく必要があると感じま

した。

具体的に何をやったらよい

のかがわかりました。９月か

ら生かしていきます。

最新の教育内容をどのよう

に理解し、日頃の実践に生か

していくか、日々考えていき

たいと思いました。


